
茅葺き屋根の家屋のまん前にあったバス停。マッチングが絶妙すぎ

秋
田
県
仙
北
市
角か
く
の
だ
て館
町

取
材
日
／
2
0
0
8
年
12
月
＆
2
0
1
6
年
10
月

交
通
事
業
者「
仙
北
市
民
バ
ス（
ス
マ
イ
ル
バ
ス
）中
川
線
」/
バ
ス
停
名「
野
田
」

連
載
8
回

秋を楽しみながら8年ぶりに訪れた同じ場所。
その風景に変化がないことに驚き、嬉しかった

立派な屋根やベンチが用意されたものもあれば、
ポールが1本、ポツンと建つだけのものもある
バス停。それは確実にバスがやってくる証。そ
んなバスと人が交差する「点」を追い続ける写
真家の視点を見る。

　

こ
の
日
の
取
材
は
12
月
も
押
し
迫
っ
た
月

末
だ
っ
た
。
当
時
ま
だ
会
社
員
だ
っ
た
の
で
、

少
し
だ
け
早
め
の
年
末
休
暇
を
取
っ
て
臨
ん

だ
。
東
京
駅
で
の
新
幹
線
の
出
発
が
２
時
間

程
度
遅
れ
て
、
角
館
駅
に
到
着
し
た
の
は
昼

頃
だ
っ
た
。
午
前
中
か
ら
バ
リ
バ
リ
撮
影
す

る
計
画
だ
っ
た
か
ら
、
僕
は
気
分
が
萎
え
て

し
ま
っ
て
い
た
。

　

駅
前
に
あ
る
俳
優
の
山
谷
初
男
の
お
店
で

食
事
を
し
て
、
タ
ク
シ
ー
に
乗
車
し
て「
古

い
街
並
み
が
あ
る
集
落
を
回
っ
て
ほ
し
い
」

と
伝
え
た
と
こ
ろ
、
案
内
し
て
く
れ
た
の
が
、

こ
の
野
田
の
バ
ス
停
だ
っ
た
。
お
あ
つ
ら
え

む
き
に
茅
葺
屋
根
の
民
家
の
前
に
バ
ス
停
が

あ
っ
た
の
で
、
心
躍
ら
せ
て
撮
影
し
た
。
さ

っ
き
と
は
打
っ
て
変
わ
っ
て
、
す
っ
か
り
テ

ン
シ
ョ
ン
が
上
が
っ
て
い
た
。

　

今
回
、
８
年
ぶ
り
に
田
沢
湖
畔
の
乳
頭
温

泉
郷
に
家
族
で
前
泊
し
て
い
た
。
以
前
訪
れ

た
時
は
独
身
だ
っ
た
こ
と
を
思
え
ば
自
分
の

環
境
も
大
き
く
変
化
し
、
家
族
が
二
人
増
え

て
の
訪
問
だ
っ
た
。

　

今
回
は
バ
ス
に
乗
っ
て
終
着
の
バ
ス
停
の

野
田
に
向
か
っ
た
。
以
前
タ
ク
シ
ー
で
回
っ

た
と
き
と
は
違
い
、
い
ろ
い
ろ
な
集
落
を
回

っ
て
い
る
の
で
、
大
回
り
を
し
て
い
る
。
こ

ん
な
に
時
間
か
か
っ
た
か
な
？　

と
不
安
に

思
う
ほ
ど
だ
っ
た
。

　

か
な
り
細
い
道
を
走
っ
た
。
時
季
的
に
柿

が
た
く
さ
ん
実
っ
て
い
て
、
ま
た
紅
葉
も
見

事
で
、
バ
ス
の
中
で
思
わ
ず
歓
声
を
あ
げ
て
、

当
時
6
歳
の
娘
と
と
も
に
晩
秋
を
楽
し
ん
だ
。

終
着
の
一
つ
手
前
の「
雫
田
」（
し
ず
く
だ
）

の
バ
ス
停
の
名
前
に
惹
か
れ
た
。
終
点
の
目

的
地
の
バ
ス
停「
野
田
」ま
で
行
っ
て
バ
ス

を
降
り
た
。
ま
っ
た
く
も
っ
て
そ
の
風
景
に

変
化
が
な
い
こ
と
に
驚
き
つ
つ
も
、
風
情
が

あ
っ
て
嬉
し
か
っ
た
。

バ
ス
停
のあ
る
風
景

まったく変化のない現在。変化がなさ過ぎるというのもまた、驚きの
現象だ

写真集「バス停留所」
(撮影：柴田秀一郎/
発売：株式会社リトルモア)

《写真作家・柴田秀一郎（しばた しゅういちろう） 》
１９６３年東京都生まれ、杉並区出身 日本大学法学部卒 写真家・竹内敏信に師事
１９９９年「現代写真研究所」修了
２００５年「第11回酒田市土門拳文化賞・奨励賞」受賞
２００６年「日本カメラ」連載
２０１０年　写真集『バス停留所』出版（リトルモア）
講談社「バスマガジン」連載中、八重洲出版「Ｏｌｄ-Ｔｉｍｅｒ」寄稿作家。個展＆グルー
プ展多数。１９９９年より、日本全国のバス停を取材して、作品と文章にまとめている。
２０１４年１月末日に、一部上場会社を円満退職して、フリーランスに。
公益社団法人「日本写真協会(PSJ)」会員、「日本旅のペンクラブ」会員、「日本バス
友の会」会員、「3.11を忘れない写真家の会」実行委員
＜作品収蔵＞土門拳記念館 http://syashinkas.com/

タ
ク
シ
ー
で
行
っ
た
往
時
に
反
し
、
再
訪
は
バ
ス
で
大
回
り
し
た
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今
春
新
宿
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル「
バ
ス
タ
」

の
開
業
し
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
。
盛
岡

バ
ス
セ
ン
タ
ー
は
、
自
動
車
タ
ー
ミ
ナ
ル
法

適
用
第
一
号
施
設
と
し
て
昭
和
35
年
に
開
業

し
た
、
日
本
最
古
の
バ
ス
セ
ン
タ
ー
だ
。
北

海
道
を
除
い
て
最
も
面
積
が
広
い
県
な
の
に
、

鉄
道
網
の
営
業
キ
ロ
数
が
少
な
い
た
め
バ
ス

は
重
要
な
交
通
機
関
で
あ
る
。
バ
ス
セ
ン
タ

ー
は
ど
こ
に
行
く
に
も
起
点
に
な
る
た
め
、

懐
か
し
い
場
所
で
あ
る
。
建
物
は
３
階
建
コ

ン
ク
リ
ー
ト（
創
業
時
は
２
階
）で
飲
食
店
、

売
店
、
喫
茶
店
、
時
計
店
の
昭
和
レ
ト
ロ
感

が
満
載
で
あ
る
が
、
建
物
の
老
朽
化
で
９
月

末
日
を
も
っ
て
営
業
期
間
終
了
と
な
っ
た
。

代
替
施
設
は
未
定
で
、
道
路
を
隔
て
て
５
人

以
上
の
客
が
い
る
と
息
苦
し
い
程
度
の
広
さ

の
仮
設
待
合
所
２
か
所
を
作
っ
た
。

　

最
終
日
は
報
道
陣
多
数
が
押
し
寄
せ
る
中
、

バ
ス
フ
ァ
ン
と
一
般
の
別
れ
を
惜
し
む
方
々

が
訪
れ
、
見
知
ら
ぬ
方
と
の
会
話
も
生
ま
れ
、

素
敵
な
場
に
な
っ
た
。
ラ
ー
メ
ン
＆
蕎
麦
屋

は
、
終
日
繁
盛
し
て
い
た
。
僕
も
昭
和
感
満

載
の
醤
油
ラ
ー
メ
ン
を
食
べ
た
。
売
店
、
喫

茶
店
、
た
こ
焼
き
屋（
す
べ
て
藤
原
養
蜂
所

経
営
）は
人
気
店
だ
っ
た
が
、
６
月
末
で
閉

店
し
た
の
が
惜
し
ま
れ
る
。

　

イ
ベ
ン
ト
は
何
も
し
な
い
と
宣
言
し
て
い

た
盛
岡
バ
ス
セ
ン
タ
ー
だ
っ
た
が
、
最
終
の

バ
ス
に
は
最
後
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
と
蛍
の
光
の

音
楽
が
流
れ
、
場
を
盛
り
上
げ
た
。
待
合
室

の
椅
子
張
替
を
担
っ
て
い
た
業
者
さ
ん
が
泣

い
て
い
る
の
が
印
象
的
だ
っ
た
。
そ
し
て
22

時
10
分
発
の
桜
台
団
地
行
き
の
岩
手
県
交
通

バ
ス
は
拍
手
に
包
ま
れ
た
。
バ
ス
出
発
後
は
、

消
灯
さ
れ
る
時
間
ま
で
、
み
な
さ
ん
思
い
思

い
に
別
れ
を
惜
し
ん
だ
。

 

「
盛
岡
バ
ス
セ
ン
タ
ー
か
ら
考
え
る
会
」が

建
物
を
永
久
保
存
し
よ
う
と
す
る
動
き
も
あ

る
。

撮
影
日
２
０
１
６
年
１
月
26
日

こ
の
世
代
の
方
々
が
多
く
見
受
け
ら
れ
た
。
真
冬
に
暖
房

が
利
い
て
い
て
、
居
心
地
良
い
空
間
だ
っ
た

バス停のある
風景 57

年
の
歴
史
を
閉
じ
た

岩
手
県
盛
岡
バ
ス
セ
ン
タ
ー
最
終
日

を
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

撮
影
日
２
０
１
６
年
７
月
15
日

バ
ス
の
出
入
り
が
多
い
た
め
、
複
数
の
誘

導
員
が
笛
を
吹
い
て
バ
ス
を
誘
導
し
て
い

て
、
活
気
が
あ
っ
た

撮
影
日
２
０
１
６
年
６
月
25
日

6
月
末
ま
で
あ
っ
た
喫
茶
店
＆
た
こ
焼
き

屋
は
人
気
店
だ
っ
た
。
冬
期
は
こ
の
場
に

ス
ト
ー
ブ
が
あ
っ
て
暖
が
と
れ
た

撮影日2016年6月25日/威風堂々のバス
センター、夜7時を過ぎると、本数が減
って昼間の喧騒がうそのようになる

撮
影
日
２
０
１
６
年
１
月
26
日

吉
田
眼
鏡
店
は
、
レ
ト
ロ
感
満
載
で
、
大

変
人
気
店
だ
っ
た
。
テ
レ
ビ
出
演
多
数
の

店
主

撮
影
日
２
０
１
６
年
９
月
30
日

終
バ
ス
の
雄
姿
。
い
す
で
キ
ュ
ー
ビ
ッ
ク

が
選
ば
れ
た

執筆・撮影■柴田秀一郎

― 番外編 ―

特
別
な
セ
レ
モ
ニ
ー
は
無
か
っ
た
が

誰
も
が
自
然
と
集
ま
っ
た
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